
(1) 0 ≦ y ≦ f(x)を満たす格子点 (x , y )のうち，直線 x = k ( k = n , n+ 1 , · · · , 3n )上にあるもの

は，y座標が 0から f(x)までの f(k) + 1個，つまり −k2 + 4nk − 3n2 + 1個だけである。

よって，n ≧ 2のとき，
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これは，n = 1のときも含められる。

以上から，
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(2) y = 1
n5 f(x)を xについて解いて，
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となるから，
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よって，

lim
n→∞
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である。


